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地政学研究の課題と文献紹介
高木彰彦
1はじめに
日本では地政学といった場合､いまだに戦前のドイ
ツ地政学Geopolitikの強い影響を受けたものを指すこ
とが多く,戦争との関わりにおいて否定的なニュアン
スで語られることがしばしばであるo　一方欧米諸国で
は1980年頃から地政学geopoliticsが国際政治を語る
隙の流行語となり､地理学においても地政学研究が活
性化してきた汀akeuchi 1987,高木1991)cさらに批
判的地政学critical geopoliticsという伝統的な地政学
的理解に挑戦する研究動向もみられるようになってき
feォ
したがって､日本語で地政学と一口に語られるもの
の内容はきわめて多様であり,地政学概念とその変遷
について交通整埠しておく必要があろう｡その意味で
は､近年アメリカ及びフランスで地政学辞典が相次い
で刊行されたことは時宜を得たものであるといえる
2)o
そこで本稿では､ John OTLroughlinの編集によって
1994に刊行された乃e Dictionary ofGeopoliticsの内
容紹介を行い､ ｢地理学における経済･社会理論と空
間の思想｣という共同研究において地政学研究を進め
るに当たっての当面の検討課題を指摘するとともに､
今日では貴重になっていると思われる戦前の地政学関
係の文献のうち,筆者が所有しているもののリストを
紹介することにしたい｡
2　The Dictionary ofGeopo他わsについて
a概要
本書は編者の他に､ Simon Dalby, Henning Heske,
Sven Holdar, James Hufferd, Paul La Blotier, Jan
Nijman, Patrick O'Sullivan, Gearoid O'Tuathail,
Geoferey Parker, Neil Smith,の10名によって執筆さ
れている｡内容は, ｢目次｣, ｢はじめに｣, ｢辞典｣,
｢参考文献｣､ ｢索引｣. ｢著者一覧｣､となってお
り,取り上げられている項目は全部で219項目である｡
一般の辞典と本書が異なる点は､各項目の分量が通常
の辞典よりもかなり長いこと､参考文献が豊富で8カ
国語で約600項目にも及ぶことであろう｡一口に地政
学といっても､それは国民的にかなり独特の偏りがあ
る(テイラー, 1991)〔.そうした多様性のなかで､本書で
は20世紀の大国と目される,イギリス､アメリカ､ド
イツ,フランス,日本,ブラジル,スウェーデン.イ
タリア､の8カ国が扱われている｡この点､ロシア･
中国といった世界的な大国が欠如していることは残念
である｡両国では,地政学がその帝国主義やファシズ
ムとの関連性ゆえに否定されてきた､ことがその理由
だと述べられている3㌔
以下､ ｢はじめに｣の部分を要約することによって､
本書で述べられている｢地政学の定義｣ , ｢時期区分｣
を述べた後, ｢辞典｣の部分の｢日本に関する項目｣
を簡単に検討する｡
b地政学の定載
本辞典は,地政学に関する様々な学派の変遷を示す
ものであるが,同時にハートランド､モンロー･ドク
トリンの原則､汎地域panregions､自然境界の重要性
といった永続的なテーマも扱われている｡とはいえ､
こうしたテーマからすれば地政学の主題が不明瞭であ
ることは明らかであり,それが地政学研究の足かせと
なってきたというo一般に地政学といえば､ハウスホ
-ファ-学派に代表されるように,その軍事指向が顕
著な特色である｡アメリカでも地政学は,戦場,技術,
戦術の軍事的研究と密接な関わりを持ってきたため､
本辞典も過去と現在の地政学の軍事的強調に関連する
項目を含んでいる｡
次に､地政学の三種類の定義がなされる｡まず.対
外政策の地理的次元であり､これには二つのレベルが
あるという｡すなわち, a.対外政策のためのデータ
38 地政学研究の課題と文献紹介
を提供する場所,国民,資源の分布等の背景となる研
究と､ b.特定の目的を成就するために空間的に基礎
づけられた政策の形成である｡たとえば,朝鮮半島の
地理に関する研究は前者の例であり､共産主義封じ込
めのための戦略の一部として朝鮮半島を位置づlサる場
合は後者の例となる｡
第二は応用政治地理学で､これは政治地理学ほど客
観的ではなく科学的でもない｡こうした地政学的世界
観は個々の国の国民的野心にしたがって展開されるた
め,多様で共通性はほとんどないc　これこそが国際政
治の手腕としての地政学であり.この点から､それぞ
れの国の執筆者を選ぶのにもっとも神経を使ったと述
べられている｡
最後に､通常の地政学に批判的な立場があり､批判
的地政学critical geopoliticsと呼ばれる｡これは社会
理論からアプローチするもので､地政学や地政学者の
実践の原因､結果､方法､信条を理解するために､大
国間の｢通俗的な地政学｣の裏面を検討する｡こうし
た研究は演説,報告書､条約､吉誠等のテキストを分
析して､地政学の目的を解釈し代替物を提供すること
を可能にすると述べられる｡この批判的地政学にはも
うーつの流れであるフランスのH rodote艶hoolがあ
り､このグループは｢地政学という価値ある言葉が国
家の安全保障用語になってしまったため,左巽の地政
学を代替物として構築するo ｣ (p.viii)ことを目指し
ているという｡
ところで､地政学とは近隣から地球規模まで共通に
語られる言葉であり､アメリカにおいてはHenry
Kissingerが国務長官時代(1969-77)にこの言葉を多用
したことから流行するようになったと言われている｡
今日では,地政学は｢政治地理学｣に替わるものとさ
れ､ ｢誰が何をどこでどのようにして得るか｣に関わ
る言葉として一般的には定義されている｡しかしなが
ら本書では､ ｢国家間の関係ないしは大国間による広
大な地域の植民,定住政策｣に限定することが強調さ
れている｡
c地政学の時期区分
ギリシアにおける環境決定論に見られるように､地
政学は古代から存在したが､ 19世寿己の帝国主義が直接
の起源であり､その点からすれば,地政学の登場はア
カデミックな地理学の登場と機を一にしている｡それ
は普仏戦争終了後のドイツにおいてであった｡したが
って,地政学､地理学ともに帝国主義と戦争が起源と
なっているといえ､それ以後の地政学は以下のように
4つに時期区分される｡
①古典的地政学( 1870･ 1920) : Friedrich Ratzel,.Alfred
T.Mahan, Halford J.Mackinder, Rudolf Kjell占nなど
が代表的人物で､国家有機体説､ランドパワー対シー
パワー､生存空間Lebensraum､ハ-トランドなどの
諸概念が有名である｡
②ファシストと反ファシストの地政学(1920-1945) :ド
イツのHaushoferが中心的人物で､日本やイタリアで
も展開したoそこでは(重知)時期の諸概念が踏襲され,
他方,西側諸国でも｢民主的地政学｣建設のために同
様な主義が用いられたのである｡
③アメリカ的地政学<1945-80) :アメリカの地政学理論
が卓越した時期で,ソ連からは対抗地政学は出現しな
かった｡ソ連では地政学はナチの遺産と考えられ拒否
されたためである｡代表的な概念として封じ込め､ド
ミノ理論などがあり,初期にはMackinderらの古典的
理論が注目されたが､ 1970年代前半までに､ Kissinger
やBrzezinskiらによってドイツ的地政学概念が一掃さ
れ､地球的規模の勢力均衡概念に変化した｡
④批判的地政学(1980- ) :国家の地政学は世界政治及び
世界経済における西洋の支配を促進するものであり,
西側の軍事侵略の手先とみなして批判するもので､
1980年頃から認められるようになった｡地理学者はグ
ローバルな分析とともに古典的地政学を捨て去ったも
のの,安全保障分野では依然として残存している｡
以上のような時期区分が行われた後､地政学は新た
な危機によって絶えず変化する分野であるが､古典的
地政学の核となる信条は不変のままであること､両者
が特定の状況で混合される時に一般的に人気を集める
ことになることが指摘される｡そして最後に､ ｢この
分野の初めての辞典である本書が､地政学の本質とそ
れを繰り返し分裂させてきた論争とを明らかにするこ
とを期待するし､政策立案者が手腕をみせる背景や信
条の理解を深めれば､その選択や制約の理解が容易に
なる｣ (p.x) ､と述べられている｡.
d日本に関する項目の検討
ここでは日本の地政学に関連する項目のみ取り上げ
ることにする｡本事典の見出し項目219のうち､日本
に関係すると判断されるものは以下の10項目である｡
｢アジア主義A由anism｣ , ｢東亜連盟East Asiatic
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Union｣ ､ ｢大東亜共栄圏Great East Asian Co-
pro印erity Sphere｣ , ｢東条英機Hideki Tojo｣ , ｢北
一輝Dcki Kita｣ , ｢日本地政学Japanese Geopolitics｣ ､
｢日本地政学協会Japanese S∝iety for Geopolitics｣ ,
｢協同主義PaかAsianism｣ , ｢大川周明Shumei
Okawa｣ ､ ｢円ブロックYenBlock｣ o
これらの項目のうち､大部分は､日本人及び外国人
によって行われた政治学ないしは政治史関係のいくつ
かの研究を参照して執筆されているものの､ ｢日本地
政学｣及び｢日本地政学協会｣については､
Takeuchi(1980)のみに基づいて執筆されているoこの
ことから日本の地政学に関する研究が日本の内外にお
いていかに少ないかがわかるであろう｡したがって､
この辞典の中身を充実させるためにも,日本における
地政学に関する研究の活性化が急務である｡
3　当面の検討課題
前章で紹介した1870年代以降の地政学の定義及び
時期区分を踏まえれば､幅広い視野から,それぞれの
地政学の詳細な吟味が必要であることは言うまでもな
い｡特に批判的地政学の展開については研究動向の十
分な紹介すらなされていない｡したがって､こうした
批判的地政学の検討が急務となる｡本書の｢批判的地
政学｣の項目(pp.56-58)を見ると,批判的地政学と
は｢一般的には､国際的な政治地理学が復活した1980
年代に発達した数多くの地政学のアプローチのことを
いい､さまざまな理論的立場から,批判的な学者たち
が伝統的な地政学理解に挑戦してきた｣とある｡こう
したアプローチには, ｢過去の事実や地理の誤りの是
正｣に始まり､ ｢国益や勢力均衡といった単純な関心
からは距離をおいた多様な観点からの地政学への取り
組み｣や｢世界システム論的アプローチ｣ ､さらには
｢国際関係論における批判的およびポストモダン的ア
プローチ｣まで多様な理論的アプローチがあるという｡
さしあたって､こうしたさまざまな理論的アプローチ
の十分な検討が必要である｡また､戦前の日本の地政
学の性格についてはかなり明らかにされてきているも
のの(竹内, 1974, 1986 ; Takeuchi, 1980,1994;福嶋,
1991)､こうした研究は事実関係を明らかにすることに
主眼がおかれており(竹内, 1974),地政学の背景にあ
る社会的コンテクストや思想的背景等への言及は十分
ではない?1>c
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先にも述べたように,日本の地理学においては辞典
のソースとなる地政学研究自体が不足している.とは
いえ､辞典では｢東亜連盟｣や｢大東亜共栄圏｣とい
った項目が取り上げられており.そうした構想の背後
にある急進的ファシズムを展開した｢大川周明｣や｢北
一輝｣あるいは｢近衛文麿｣にも言及していることか
らも明らかなように,地理学にとどまらない広がりを
見せているのである｡したがって､今後こうした思想
史的背景や社会的コンテクストを踏まえた研究が必要
であり,また､運動としての地政学が社会的コンテク
ストの申でどの程度意味を持ち得たのかも見ていく必
要がある｡先にも触れたように地政学の特色は民族的
偏りが顕著に見られることである｡こうした考察を行
うことにより､日本の地政学に見られる民族的特色に
迫ることができると思われる｡
たとえば､筆者は戦前期の地理学評論を例に､論文
の傾向がどの程度変化したのかを検討したことがある
が5)､結果は変わらずであった｡これは同様な試みを行
ったHeske(1986)とは対照的な結果であった｡とはい
え,アカデミズム以外の媒体においては異なる傾向が
見られるかもしれない,さしあたっては, 『地理畢』
や『改造』 ､ 『中央公論』等の雑誌を検討してみる必
要があろう｡その際､上述した批判的地政学のアプロ
ーチのうち,ポストモダン的アプローチが有効となる
かもしれない｡今なお過去の遺産を引きずり続けてい
る日本の地政学に対してこそ,こうした批判的地政学
のアプローチが必要なのであり,戦前期の地政学の展
開について既往の研究を踏まえて.より広いコンテク
ストで検討してみることを当面の課題としたい｡
最後に他の研究者への便宜を図るために筆者が所有
している地政学関係の文献リスト(戦前期のもののみ)
を以下に掲げる｡これらは､料率ペン(井関弘太郎名
古屋大学名誉教授からいただいたもの)を除いて,放
校井武敏名古屋大学名誉教授からいただいたものであ
ることを付記しておきたい｡なお,文献名の一部は新
字体に改めてある｡.
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注
I)ここでは, Socie少and軸ce誌が12巻5号(1994)で批判的
地政学の特集をくんでいることのみを指摘し､研究動向の
検討については今後の課題に含めたいc
2)フランスの地政学辞典はh(溺te(1993)のことで.これにつ
いては地理学評論に柴田(1994)による書評がある｡
3)もっともすべての国が固有の対外政策をもつという幅広い
意味で地政学を理解するならば､恐らく両国においても何
らかの地政学は存在するはずであり,ゲオポリティクない
しはジオポリティックスという枠組みで体系づけられてい
ないだけのことかもしれない｡
4)こく最近,社会的コンテキストや思想的背景にも言及した
研究が見られるようになってきたo　たとえば,
Fukushima(1996)やTakeuchi(1994)がそうである｡
5)これについては､1993年8月30日-9月3日に東京で開催
された, IGU (国際地埋草連合)のコミッションWorld
Political Mapの会議､ `The Asia-Pacific and Global
Geopolitical Change　で`political geography and geopoli-
ticsinJapan　と葛して報告した｡
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